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在宅生活を支えるおむつ給付における課題について 

 

 

１ 事業概要 

市民税非課税の在宅の寝たきり高齢者におむつの給付を行うことにより、在宅

生活の継続を支援。 

要介護度の高い低所得者の在宅生活を支える重要な介護支援策の１つであり、 

本人及び介護者の身体的、精神的、経済的負担を軽減。 

 

 《利用実績》 

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

利用登録者数（人） 4,209 4,324 4,331 

月平均実利用者数（人） 3,255 3,499 3,654 

決算額（千円） 235,134 248,144 259,477 

 

２ 財源に係る国の動向と本市の現状 

・平成２７年４月（第６期介護保険事業計画開始期）に、地域支援事業実施要綱 

から「介護用品の支給」に係る規定が削除 

※ 経過措置期間として、「当分の間実施して差し支えない」取扱い 
 

・第８期介護保険事業計画期間（令和３年４月～６年３月）においては、経過措置の取扱い 

※ 介護保険の地域支援事業として実施 

事業費の負担割合 第１号保険料：23％、国・県：57.75%、市：19.25% 

 

３ 課題 

   第９期介護保険事業計画(令和６年４月～)における財源を含むサービスの取扱い 
 

介護保険（保健福祉事業又は市町村特別給付）で事業を継続した場合、 

事業費の負担割合は第１号保険料 100%となり、保険料が増加 

 

  《介護保険で事業継続した場合の保険料増加見込額》 

                         単位：円/月 

現行の助成対象限度額 ８，０００ 

第１号保険料増加額 ７５ 

   ※保険料増加額は、助成対象限度額の設定によって変更あり 

 

 

《参考 現行のサービス内容》 

・対象者：市民税非課税の要介護 3 以上の人 

・内 容：紙おむつ、尿取りパッド、介護用シーツを月 1 回、利用者宅に配達 

・助成対象限度額：月額 8,000 円で生活保護者以外は 1 割自己負担 
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